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南丹市土木建築部都市計画課
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【目的】

市街化調整区域では、豊かな自然の保護や農林漁業との調和を目指すために、開発行

為や建築行為が制限されています。優良な農地や林野の保全に成果を挙げましたが、一

方で一部の市街化調整区域においては、地域（集落）活動の維持のために移住を促進し

ていく必要があるほどに人口減少が進みました。

南丹市では人口減少という課題に、地区計画を用いることで地域事情に応じた土地利

用を誘導し、地域（集落）が維持できる人口を維持していきたいと考えています。

地区計画は、地域の皆さんが主体となって具体的に地域をどのようにしていきたいか

を定めることができる制度です。地域の目標はもちろん、建築物の用途（使い方）、高さ、

色、道路、公園などの基準を定めて、規制や緩和を行い地域のまちづくりを実現していく

ものです。特に、市街化調整区域では、これまで建築できなかった建築物が建築できるよ

うになり、規制や緩和のルールに沿った開発行為や建築行為が可能になります。

①地区計画の目標

どのような地域にしていきたいのかを、計画に定めます

②地区計画の方針

目標を実現するため、土地の利用や建築物の配置などに関する考え方を定めます。

③地区整備計画

地区計画の方針を具体的に達成するための制限や緩和、道路や公園等の公共施設の

配置を定めます。集落維持を目的とした市街化調整区域の地区計画においては以下の

項目を定めることとしています。

地区計画で定める内容等

※他にも容積率、建蔽率、敷地面積の最低限度、建築物の高さの最高限度等がありますが、

地域の実情に応じて定めることができます。

面積 0.5ha 以上

用途の制限 一定の基準（概ね第二種低層住居

専用地域程度）の中から選択いた

だきます。

どうして地区計画を活用するのか

目的

地区計画とは

地区計画で定める内容



- 2 -

地区計画でどのようなことができるのか

○地域内での様々な課題や、目指したい姿を達成することができます。

○建築物の用途の誘導により、地区に必要な建築物（店舗やカフェや住宅）が建築できます。

○低未利用地（荒れ地・空家等）の活用が可能になります。

地域内に荒れ地

がある

通行が困難な道

がある

空家が活用され

ない

移住しても働く

場所がない

地域産品を活用

したカフェが開

きたい

荒れ地を小規模店

舗用地として活用

した

カフェを開店し、

地域の雇用が生

み出せた

空家をリフォーム

して移住者が移

住してきた

開発に伴って道

の拡幅ができた

緩和の例

・小規模な店舗や飲食店等を認める

・地区施設（道路）を配置する

・自己用の住宅（兼用住宅及び併用住宅を含

む。）を認める
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地区計画は、地域が主体となってまちづくりを進めていく制度です。市と地域がそれぞれ

役割分担をしながら定めていくことが重要です。

地域における人口減少を解決する道具として地区計画が有効な場合があります。ですが、

地区計画は道具であって目的ではありません。本当に大切なことは、自分たちの地域をどう

するのか、自分たちの地域を持続していくためには何が必要なのかをみんなで話し合うこ

とです。誰もが住み続けたいと思う地域になるような道具としてこの制度を活用し、より良

いまちづくりを一緒に目指しましょう。

地区計画を定める流れ

相談する
地区計画を活用することについて、そ

の是非についてまとめ、市に相談する

地区計画制度や、制度活用、役割分

担、運用の方針等の考え方を示す

体制をつくる
地区計画の区域を確定し、地域におい

て継続して相談できる体制を構築する

地域からの相談を継続的にフォロー

し、必要に応じて支援する

合意形成と案を考える
地区計画の素案を作成し、地権者や居

住者等の合意形成を行う

地区計画素案の相談、地権者調査等の

助言を行う

地区計画の案を

まとめる

地権者等の２/３以上の同意を得たう

えで都市計画の案の提案

提出された案に基づいて、関係機関と

調整し都市計画原案を作成する

地区計画を定める
都市計画決定後は地域での啓発や、地

区計画に基づく地域の整備を進める

都市計画決定手続きを進めて、都市計

画決定を行う

みんなで話し合う

自分たちの住む地域の問題や課題、目

指したい姿を全ての世代の意見を尊重

して、自分たちで決める

地区計画制度や集落活性化の情報を積

極的に提供する

地域 南丹市

お問い合わせ先

南丹市土木建築部都市計画課 TEL0771-68-0052 mail tokei@city.nantan.lg.jp


